
株式会社アクティブフォームス（型枠大工工事業）

伊勢崎事務所

〇本社所在地：群馬県前橋市1389-1
〇事業概要：型枠大工工事・土木工事
〇常時使用する従業員：41名
（2025年5月時点）
〇現在の売上高：20億円
（ 2025年2月期）
〇法人番号：2070001005337
〇Web：https://active-formes.com/

代表取締役
柳澤 武

人の力と技術の力で、未来に選ばれる型枠大工工事会社へ
職人という存在は日本におけるモノづくりの象徴であり守るべき文化です。当社は職人という存在を世
の中に伝え、モノづくりの文化を発展させていくことを目標としています。型枠工事は「建設の骨格」
を担う誇りある仕事であり、当社はこの技術を次世代につなぎ、地域経済の牽引役として成長します。

売上高100億円実現の目標と課題

2035年度に売上高100億円達成を目標とし「環境配慮型資
材×工場化×自社運送」を強みとして地域経済を牽引する。

・型枠施工のプレファブ化と標準化。自社運送、物流ＤＸに
よる納期短縮とコスト削減。環境配慮型資材の利用拡大
・職人の確保とキャリア形成支援による定着率向上
・大型設備投資にによる省人化、従業員の働きやすい環境へ
の先行投資
・関東圏での成長戦略立案によるＭ＆Ａの実施。協力会社と
のスケール営業の推進

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・営業・施工・工場・物流・人材の5部門を中心に、各部門ご
とにKPIを設定、社長を中心として成長戦略を横断的に統括。
・従業員の処遇改善、建設業のイメージ改善を当社がリード
し、若手人材の確保と技術の円滑な承継を進める。
・M&A等による事業規模拡大施策による営業エリア拡大戦略
の実施。積極的な設備投資にて、プレファブ化の生産性向上
を図り、業界の未来を牽引。

・若手職人の確保と熟練者の高齢化と技術承継リスク
・工場・現場・物流の一元管理、データ化が不十分
・当社の強みを発信する方法が体系化されていない
・工業化のスケール拡大と営業エリア拡大に向けた人員不足
・脱炭素・ＥＳＧなどの社会要請に応える企業体制の整備

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです
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